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研究成果の概要（和文）：本研究の目的は，タブレット端末を用いたテニスのゲーム分析ソフトを開発するこ
と，砂入り人工芝コートとハードコートを用いたプロテニス選手のシングルスの試合における客観的データと指
導者の主観的データを獲得し，それらを比較すること，そして，得られた科学的知見に基づき，日本テニス独自
の技術・戦術の指導法を構築することであった．新たに開発されたソフトウエアは，両サーフェスにおけるシン
グルスの試合の特徴を明らかにし，砂入り人工芝コートを用いた日本テニス独自の技術・戦術の段階的な指導方
法の確立や個々のテニス選手の技術・戦術的欠点などの抽出に役立つことが明らかとなった．

研究成果の概要（英文）：The purpose of this study was to develop real-time tennis match analysis 
software using Tablet PC, to obtain and compare subjective data of tennis coaches and objective data
 in elite tennis player's singles match using sand-filled artificial grass tennis surface and hard 
court, and to build the coaching method of tennis technique and tactics using sand-filled artificial
 grass tennis surface. This study showed that the use of the newly-developed software was useful to 
build gradual coaching method for improving of tennis technique and tactics using tennis court 
surface specific to Japan, and to identify tennis technical and tactical problems of an individual 
player.

研究分野： スポーツ科学

キーワード： テニス　ゲーム分析　ソフトウエア開発　エリートテニス選手　コーチング　砂入り人工芝コート　ハ
ードコート
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様 式 Ｃ－１９、Ｆ－１９－１、Ｚ－１９、ＣＫ－１９（共通） 

１．研究開始当初の背景 
野球，サッカー，バレーボールなど他のス

ポーツ競技では，ゲーム分析・戦術サポート
が広く実施されており，それらの取り組みが
選手・チームの勝利に大きく貢献しているこ
とは周知の事実である．しかし，テニスの指
導現場では，指導者の主観・経験則に依存し
た指導が一般的であり，客観的情報や科学的
知見を指導現場に活用する試みは，他競技に
大きく遅れをとっているのが現状である． 
また，日本のテニス環境をみると，砂入り

人工芝コートが普及しており，ハードコート
やクレーコートなどの世界基準と言われる
コートサーフェスとはかけ離れた独自の指
導環境・状況に置かれている．それにも拘わ
らず，個々のコートサーフェスに応じた日本
テニス独自の技術・戦術の指導内容や指導方
法が確立されていないのが現状である．筆者
は，テニスの普及からトップレベル選手の育
成・強化までのテニスの一貫指導体制に基づ
く指導現場を預かりながら，テニスのバイオ
メカニクス的研究に従事してきた．多くの日
本テニス選手が世界へ飛躍するきっかけを
提供するには，科学と実践の融合を図りなが
ら，日本テニス独自の戦術指導の確立を図る
ことは極めて重要といえる． 
  

２．研究の目的 
 本研究の目的は，以下の 3点である． 
①トップレベルテニス選手におけるコー

トサーフェス別のシングルスのゲームパフ
ォーマンスや勝敗に起因する戦術的要素を
明らかにする． 
②トップレベルテニス選手のシングルス

の戦術に関する科学的知見を見出し，日本テ
ニス独自の戦術の指導法の確立を図る． 
③上記の結果及び科学的知見を踏まえた

ゲーム分析サポートを遂行可能なものにす
るために，誰もが勘便に操作することのでき
るタブレット端末を用いたテニスの新たな
ゲーム分析ソフトを開発し，実用化を図る． 
 
３．研究の方法 
映像・データ収集については，従来より，

実施している道上ら（2015）の方法を用いて，
映像・データ収集・分析を遂行した．すなわ
ち，国内で開催されている ITF 女子サーキッ
トにおける女子プロテニス選手のシングル
スの試合の映像及びデータ収集を実施した．
使用されたコートサーフェスは，砂入り人工
芝コート及びハードコートであった．1 台の
VTR カメラ（GZ-MG880 及び GZ-HD320，Victor
社製）を用いて，テニスコート全体が画角内
におさまるように，コートの後方から，観客
席の出来る限り高い場所に設置し，毎秒 60
フィールドで，1 試合における全ポイントの
撮影を実施した．各大会において，2 台のカ
メラを用いて，出来るだけ多くの試合を撮影
した．男子トップテニス選手のハードコート
の試合については，放映されたテレビ映像に

基づいて，データ収集・分析を遂行した． 
分析項目は，基礎分析，時間分析，ゲーム

パフォーマンス分析などであった．基礎分析
として，VTR 画像から，1 試合あたりの総ポ
イント数，総ラリー数，平均ラリー数などを
計測・算出した．平均ラリー数は，総ラリー
数を総ポイント数で除した値とした．時間分
析については，試合開始から終了までのプレ
ー時間，両選手のインパクト間のラリー時間
（ラップタイム）を計測した．ラリー時間（ラ
ップタイム）については，独自に開発したラ
ップタイム分析ソフトを活用して，インパク
ト間のボールの移動時間を1／1000秒単位で
計測した．なお，ラップタイム分析ソフトを
使用するにあたっては，精度の検証も実施し
た．ゲームパフォーマンス分析については，
各ショットの成否，ショットの決定率などを
算出した．加えて，ショットの成否に基づき，
選手のプレースタイル・勝ちパターンなどの
類型化を試みた．統計的有意差の検定には，
対応のない t 検定を用い，有意水準を 5％と
した． 
指導者の主観的評価については，両サーフ

ェスのプレー特性などに関する指導者の主
観的評価を得るため，配布した調査用紙に，
自由記述形式にて回答するよう依頼した．得
られた回答内容については，KJ 法を用いて，
整理・集約・分類までの一連の質的分析を実
施した．調査対象者は，硬式テニスの指導経
験者 13 名（年齢：41.2±7.5 歳，競技歴：17.2
±8.9 年，指導歴：12.5±7.9 年）であった．
アンケート調査を実施するにあたっては，調
査対象者に本研究の主旨を説明した後，同意
を得た． 
 
４．研究成果 
（1）ゲーム分析による客観的評価 
女子プロテニス選手の試合においては，使

用サーフェスに拘わらず，総ポイントの 5割
程度が 4 本以内で，約 7～8 割が 6 本以内で
ポイントが決定していることが明らかとな
った．また，4 及び 6 ラリー以内の決定率は
砂入り人工芝コートの方が，一方，平均ラリ
ー数及びロングラリーの出現率はハードコ
ートの方が有意に高いことが明らかとなっ
た．また，サーブからリターンまでのラリー
時間（ラップタイム）及びリターン以降のラ
リー時間（ラップタイム）においては，サー
フェス間で相違は認められなかった．選手の
勝ちパターンについては，サーフェス間で大
きな相違は認められなかった．すなわち，勝
利を収めるタイプは，コートサーフェスに拘
わらず，相手よりもエースが多く，ミスの少
ない攻撃かつ堅実タイプ，次いで，相手より
もエースは少ないがミスも少ない堅実タイ
プ，相手よりもエース，ミスともに多い攻撃
タイプであることが明らかとなった．  
男子プロテニス選手のハードコートの結

果については，女子選手よりも短期決戦型，
すなわち，4 及び 6 ラリー以内の決定率が高



く，平均ラリー数が少ないことが明らかとな
ったが，勝ちパターンについては同様の傾向
を示した． 
 
（2）指導者の主観的評価 
図 1は，砂入り人工芝コートとハードコー

トにおけるゲームパフォーマンスに関する
指導者の主観的評価を示したものである．ラ
リーテンポでは「ハードコートの方が早いと
思う」，ラリー回数では「砂入り人工芝コー
トの方が多いと思う」，試合時間では「砂入
り人工芝コートの方が長いと思う」，ボール
の弾道では「ハードコートの方がよく弾むと
思う」，攻撃性では「ハードコートの方が攻
撃的なプレーをすると思う」，メンテナンス
では「砂入り人工芝コートの方が，手間がか
かると思う」と回答する指導者が多かった
（それぞれ約 69.2％，約 84.6％，約 69.2％，
約 76.9％，約 76.9％，約 61.5％）． 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
ゲーム分析による客観的評価と指導者の

主観的評価を比較すると，「ハードコートの
方がラリーテンポは早いと思う」「砂入り人
工芝コートの方がラリー回数は多いと思う」
「砂入り人工芝コートでは，ラリーが長く続
き，攻撃的なプレーが損なわれる」など，多
くの指導者の経験則・主観を覆す結果となっ
た．また，砂入り人工芝コートとハードコー
トにおける選手の育成・強化に関する指導者
の主観的評価については，従来から多くの指
導者が「砂入り人工芝コートが選手の育成・
強化において弊害である」と述べており，そ
の最大の要因は，砂入り人工芝コートが国際
大会では認められていないことから，世界で
戦うには，国際大会に準じたコートサーフェ
スで練習することが試合に勝利するための
近道であること，そして，その根底にあるの
は，両サーフェスに 4つの大きな相違（動き
のダイナミックさ，打球姿勢・フットワーク，

戦略・戦術，プレースタイル）が存在するこ
とが明らかとなった．それゆえ，存在する 4
つの相違を踏まえた上で，各コートサーフェ
スの特性に応じた指導を導入し，日本で主流
の砂入り人工芝コートを活用したハードコ
ート対策をしていくこと，指導者の指導レベ
ルの向上や指導方針を明確化すること，国内
の砂入り人工芝コートでの国際大会を有効
活用し，世界ランキングの早期獲得を目指す
ことなどが，日本テニス独自の育成・強化に
繋がることが示唆された． 
 

（3）日本テニス選手の育成・強化のための
効果的な段階的指導法 
上述（1）と（2）の結果及び科学的知見に

基づくと，図 2のような日本テニス独自の技
術・戦略・戦術の段階的指導法を提案するこ
とができる． 
 

 

図１ 砂入り人工芝コートとハードコートにおけるゲーム 
パフォーマンスに関する指導者の主観的評価 

砂入り人工芝コート ハードコート 変わらない 

(%) 

図 2 日本テニス独自の技術・戦略・戦術の 
段階的指導法の提案 

 



（4）ゲーム分析ソフトの開発・実用化 
ラップタイム分析ソフト及びゲーム分析ソ

フトの開発については，選手・指導者からの
ヒアリング調査に基づき，7 項目を開発指針
として，作成した．ゲーム分析ソフトの主な
機能構成は，①基本データ及び試合データの
入力機能，②データ分析機能，③データフィ
ードバック機能とし，これらの機能を 20 秒間
（ポイント間）で操作可能な勘便なものとし
た．試合終了後には，選手・指導者に対して，
複数データを即時にフィードバックすること
ができ，その内容は，試合の課題点の抽出や
次の試合に向けたゲームプランを作成するな
どに役立てることが可能なものとした． 
図 3 は，砂入り人工芝コートにおける女子

プロテニス選手のシングルスの試合のフィー
ドバックデータの一例である．全ポイントに
おける各技術のエースやミスの傾向から，両
選手のプレースタイルや特徴を示したもので
ある．指導者の視点から概観すると，両選手
ともに非常に類似したベースライナーである
ことがわかる．また，敗退した B 選手は，デ
ータと内省が一致していると判断し，次の試
合までに，ここではバックハンドリターン
（BRM）の改善をする旨の報告をし，試合直後
にその課題練習に取り組む姿が認められた．
一方で，学生テニス選手では，主観的情報と
客観的情報に大きな隔たりがあることや敗退
した選手の中には，自分自身の技術を過小評
価している場合があり，個別対応による技
術・戦術のコーチングが必要であることなど
が明らかとなった． 
これらの結果から，テニスのゲームパフォ

ーマンスに関する膨大なデータをリアルタイ
ムで獲得・蓄積することができれば，それら
の情報は，上述のような日本テニス独自の戦
術指導の確立に役立つものといえる．また，
選手・指導者の経験則・主観のみならず，客
観的情報に基づいた卓越したテニスの戦術の

指導が可能になるといえる．さらに，個別対
応の技術・戦術の改善・構築や対戦相手の情
報収集・対策にも役立つことに繋がり，それ
らの取り組みがテニスの競技力向上に繋がる
ことが示唆される． 
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